






Placemaking & Mobility 研究会
メンバーからのメッセージ〜今後の抱負・夢

⽥崎諒（学部 4 年）
モビリティの観点から未来の都市を考察していくことは、難易度が⾼いものでしたが、これからの都市とモビリティの在り⽅は、⾃
由⾃在で新しい可能性を感じるものでもありました。今後は社会⼈という⽴場で、モビリティと都市の在り⽅を追求していきます。

早坂拓真（学部 4 年）
⽇野⾃動⾞の皆様との話し合いを通して、未来の都市を考える良いきっかけになりました。モビリティが移動としての役割だけで
なく、空間形成の役割を持つことで、より⽣活がフレキシブルになると学びました。今後、まちづくりを考えてく中で、この考え
を軸に業務に携わりたいと思います。

⼤倉僚⾺（⽇野⾃動⾞）
都市計画という⼤きな枠組みからモビリティを⾒つめ直す中で、改めて公共交通の意義や役割を⾒直すことができ、今後モビリティ
に求められる価値についてより広い視野で考えることができました。
今後も引き続き⼈々のための都市づくりにモビリティサイドから関わり、その実現に向けた活動をしていきたいです。

飯沼愛菜（⽇野⾃動⾞）
普段関われない⼤学⽣の⽅々の新鮮な意⾒・提案や、教授の貴重なお話が聞けて⼤変勉強になりました。私が特に印象に残って
いるのは、ディスカッションを通して初めて知った「プレイスメイキング」という⾔葉です。
モビリティをただの移動⼿段にしてしまわず、住⺠や訪問者の居場所・交流の場に活⽤していくことが、都市・モビリティ双⽅
の未来に繋がっていくのだと感じました。

渡邊邦彦（⽇野⾃動⾞）
モビリティはサービスや都市と融合することによって、単なる移動⼿段を超え、⼈々のライフスタイルやまちづくりの在り⽅をも
変えるポテンシャルを持つことをこの機会を通じて改めて認識いたしました。モビリティの果たす役割、都市とのかかわり⽅を常
に問いながら、地域の個性、魅⼒向上や⼈間中⼼の豊かなつながりの創出に向け今後も取り組んでいきたいと思います。

⼩⼭⼀真（学部 4 年）
 未来の都市を想定する良い機会となりました。修⼠に進むので、今後もこうした不確かな未来を想定しながら、⾃⾝の研究を進
めていきたいと思います。夢は、さいたま市のまちづくりに貢献することです。

渡部雄貴（修⼠ 1 年）
将来の都市がどうなっているかを、将来のモビリティを想定して考えることはとても勉強になりました。夢のある都市を想像する
のは楽しかったが、実施可能な提案に落とし込むことが難しいところでした。これからも、住みやすく、賑わいのあるまちを研究
していきます。

花咲道弘（修⼠ 1 年）
⽇野⾃動⾞の皆様との話し合いは、新たな技術を活かした今後の都市について考える⼤変貴重な機会であり、⾮常に新鮮でした。
今後はこの 1 年間で考えてきたことを元に、地域に貢献していきたいです。

宮崎佑⼀郎（修⼠ 1 年）
今回の共同研究はアフターコロナのまちのあり⽅を考える良いきっかけになりました。また⽇野⾃動⾞の⽅々の視点は我々にはなく、
⾮常に勉強になりました。今後は実際のまちづくりで活かせるように、更に深く未来のまちについて考えて⾏きたいと思います。

鈴⽊俊治 教授
モビリティは、近年ではパーソナル化を中⼼に進展してきましたが、「使って便利、乗って楽しい乗り物」とすることで、パブリッ
クモビリティとのバランスや融合が向上し、コンパクトで快適な都市デザインにつながると思います。⼦どものころから電⾞が
好き、⼤⼈になってからはまちが好きな私には、ピッタリのテーマです！
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